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For the Establishment of Intergenerational Studies

Yoh Murayama

Currently, Japan faces an emerging need for intergenerational

engagement due to an ageing society with fewer children. In par-

ticular, one expects the support from elderly people in local com-

munities under the circumstances of increasing ratios of nuclear

family and dual-income couples.

Historically, the di#erences between generations have been

regarded as the probable cause of intergenerational conflict. How-

ever, it is essential to reconsider the dynamics of inter-

generational exchanges and apply these findings in the develop-

ment of various intergenerational programs between elderly

people and children in local communities.

Therefore, this study is aims to explore the concept of genera-

tion from the perspective of intergenerational exchanges. First, I

examined the shifts in the traditional theory of generation.

Second, I investigated studies in Japan and the United States

and then reviewed empirical research projects and theories on in-

tergenerational relationships. Finally, I discussed the subjectand

development of intergenerational relationships. In this study, I

expect to advance a new framework for the study of genera-

tions, “intergenerational exchanges,� which is fixed with the

social psychological aspects of age and society.
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は じ め に

近年� 核家族化や都市化が進むにつれて� 家庭や地域において日常の自
然発生的な世代間交流の機会が減少している� こうした背景から� 福祉や
教育などさまざまな分野で世代間交流の重要性が指摘され� 自治体レベル
でさまざまな交流プログラムが検討されるようになってきた �原� 2005;

北村� 2003a; 北村� 2003b; 土永�岡崎� 2005��

学校現場では文部科学省の主導のもとに� 2002年から �総合的学習の
時間� が導入され� 地域の高齢者が小学校のカリキュラムに積極的に参加
する機会が設けられている� 2008年からは学校�家庭�地域の連携協力
のもとに子どもを育てる体制を整えることを目的に� 学校支援地域本部事
業がスタ	トしている�
その一方で� 世代間交流があまり進展していない現状や行政主体の世代
間交流に疑問が投げかけられている �野呂� 2001; 渡辺� 2004; 關戸�
2006�� また� 地域における世代間交流が始まって間もない我が国では�
世代間交流の課題にこたえられる理論や実証研究はそれほど多くない�
本稿では� 世代論の歴史的変遷を概観したうえで� 米国を中心とした世
代間交流研究 �理論と実証� の現状を概観し� 今後の世代間交流研究のあ
り方を論じていくことにする�

1. 世代論の変遷

�世代� とは� �生まれた年をほぼ同じくし� 時代経験を共有し� 物の考
え方や趣味�行動様式などがほぼ共通している一定の年齢層� と定義され
ている ��大辞林��� また英語の generation には� 親から子への �世代
交代� がなされる約 30年間という意味が含まれている� 人口学的には
�世代� 概念を� ある年代間隔に出生した人口集団を同時出生集団と定義
している� 例えば �団塊の世代�� �団塊ジュニア� といった呼称がそれに
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あたる �山口� 1990��

社会学における �世代� 概念の扱い方には� 実証主義と歴史主義という
2つのアプロ�チがある �那須� 1962�� 実証主義の立場では� 世代は年
齢集団の生物的継起として捉えられ� 数量的に観察される� コント
(Comte)は �30年間隔で世代は交代する� との法則をたて� この �世代�
概念から� 社会秩序の交替に関する一般法則をとらえようとした�
歴史主義の立場では� 世代を量的には捉えられない内的経験に求め� 社
会変動の質的な転換が重視される� デュルタイ (Dilthey)は� �暦年齢の
同類性よりも精神的影響または社会的影響の同類性こそが世代を構成す
る� とも指摘している� 20世紀になるとさらに 2つの世代論 ��オルテ
ガの世代論� �マンハイムの世代論� が唱えられた�
オルテガ (Ortega, 1923)は� �世代� を抗争として捉え� 世代間の力関
係が歴史社会的変動をもたらすと指摘している�
マンハイム (Mannheim, 1928)は �世代� の対立性に焦点をあて� �世
代� が精神運動や社会運動を理解するのに必須の指標であると主張した�
さらに� マンハイムは� �世代の状態� �世代の連関� �世代の統一� とい
う 3つの世代概念から捉え� 出生児に同じ世代状態に置かれた個人が歴
史的	社会的に共通の運命へ参与して世代連関を構成することで� 反応の
統一性である世代統一が成立すると指摘した�

1960年代になると� マンハイムの世代論をもとに� アメリカの社会心
理学者ベングッソン (Bengtson, 1989)が� �世代� の実証的な検討を試み
ている� 彼は� 当時ベトナム戦争や学生運動を背景にしてマスメディアで
取り上げられるようになったジェネレ�ションギャップ (generation

gap)の存在に疑問を抱き� 世代間の差違と類似を生む原因は何かを明ら
かにしようとした�
彼は �世代� 概念を� �コホ�ト (cohort)効果 �出生した時点の時代
精神の差違�� �リネッジ (lineage)効果 �家族間の世代間の差違�� �時
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代効果 �異なる時点の態度� という 3つのパ�スペクティブから定義し
ている� マンハイムが� 世代間の差違に焦点をあてたのに対して� ベン
グッソンは� 世代間の文化の共有と継続を強調している� とりわけ� 家族
内ヒエラルキ�を �世代� とし� 祖父母を含む家族をサンプルとした調査
から� その �家族連帯� を 3次元 ��客観的連帯	 交流内容や頻度� �主
観的連帯	 愛情の認知� �価値観の一致	 意識の類似性� で捉えた�
それを踏まえて �ジェネレ�ションギャップ (generation gap)� を説
明する �発達投機理論� (developmental stake theory)を提唱している�
この理論によれば� 年長世代は世代間の差異を最小限にしか認知せず� 世
代間の継承の側面に関心を抱くようになる� それに対して� 若者世代は�
自らのアイデンティティ (identity)の確立に対して強い関心があり� 年長
世代が望む �継承� を受け入れることは自らのアイデンティティを喪失す
ることになるのではないかと恐れる� こうした意識の差違から� ジェネ
レ�ションギャップが生じると説明している�
このように� �世代� 概念はその類似性と差違が論じられてきた� 特に
マンハイムは� 世代の変化 (change)に� ベングッソンは世代の連続性
(continuity)にそれぞれ注目し� 世代概念を大きく発展させた�
その一方で� これまでの �世代論� の議論では� 世代の一側面のみに焦
点があてられ� そのダイナミクスを捉える視点が欠いているとの指摘も見
うけられる (Rosenberg, Layne & Power, 1997)� 世代間の差違や類似の
議論から� 世代差を明らかにするには有益であるが� 現実に異世代同士が
どのように関係を構築しつつ自らの世代を確立していくのかを探求するこ
とはできない (Scabini & Marta, 2006)�

言いかえれば� これまでの �世代論� は� 世代間の対立を論じる際には
有用な概念であるが� 今日の社会で求められている世代間交流を論じるこ
とには適してはいないと考えられる� つまり� 世代の 
隔絶� からではな
く� 
交流� から論を展開していくことが必要である�
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こうした視点から� 本稿では �世代間交流� という立場から� 世代間関
係の構築と進展について論ずることにより� 世代対立から世代間交流への
理論的転換を行う�

2. 世代間交流研究の始まり

世代間交流研究の始まりは� 60年代から 70年代の米国における世代
間交流プログラムの進展と関係している� 当時米国では� 核家族化や退職
者コミュニティの移住のような家族の中の世代断絶を背景に� 子育て放棄
や虐待� 高齢者の孤立といったさまざまな社会問題が指摘されるように
なった� こうした状況において� 地域の高齢者と子どもをつなげる試みと
して世代間交流プログラム (intergenerational program)が生まれ� 全米
各地に広まっていった (Larkin & Newman, 1997)�

米国で最初の世代間交流プログラムは� 1963年の “Adopt a Grandpar-

ent Program”とされる� このプログラムは� 近所の病後療養所に子ども
が訪問するというものである� 1960年代後半には� 連邦政府の資金によ
り 3つの全国的な世代間交流プログラム �里親祖父母プログラム� 退職
シニアボランティア� 国立サ�ビスラ�ニングセンタ�� が始められた�

1978年には� ピッツバ�グ大学 (the university of Pittsburg)教授
�現 名誉教授� のサリ�	ニュ�マン (Sally Newman)を中心に� 世代間
交流プログラムの実践者と研究者が協力したネットワ�ク組織 “Genera-

tions Together”が設立され� 80年代には全米に広がるネットワ�ク組
織にまで発展した�

80年代から 90年代になると� 世代間交流プログラムの関心は� 若者
および高齢者に係わる社会問題の解決へと移っていく� 若者については�
低い自尊心� 不十分なチャイルド	ケア	システム� 学校中退� 薬物	ア
ルコ�ル中毒� 10代の妊娠� ギャングへの関与� リテラシ� (literacy)

といった問題への対策に焦点があてられた�
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高齢者については� 孤独や孤立� 薬物�アルコ�ル中毒� 低い自尊心�
不十分なケア�システム� リテラシ�� 失業などの問題が取りあげられ
た� その結果� 世代間交流プログラムは� 健康� 福祉� 学校教育� 社会教
育といった多様な社会問題を解決する手段として期待されるようになっ
た�
世代間交流研究は� こうした世代間交流プログラムの進展にともないそ
の効果を検証する試みとして進められてきた� 今日では� 発達心理学� 教
育学� 心理学� 社会学� 老人学といった多領域で扱われ� 高齢者と子ども
に与える効果� 世代間交流プログラム� 世代間交流に実践に必要なスキ
ル� 世代間交流をサポ�トする公的政策などが研究対象とされている
(Larkin & Newman, 1997)�

アメリカにおける世代間交流関連の論文は� 老年学領域では� “The

Gerontologist”や “Educational gerontology”に多く掲載されている�
また� 家族社会学領域では� “Journal of Marriage and Family”におい
て� 祖父母と孫の世代間交流が論じられている� 2003年には� ピッツ
バ�グ大学のサリ��ニュ�マンを編集者とする世代間交流専門の学術雑
誌 “The Journal of Intergenerational Relationships (JIR)”が刊行され
ており� 研究者だけではなく� 政策者� 実践家� 教育者などが� 世代間交
流に関する調査研究� 実践の方法論� 政策やプログラムの提案をしている
�付録 1参照��
大学における �世代間交流	 プログラムを見てみると� 1999年にフィ
ンドレ�大学 (The University of Findlay)において� 米国で初めて
“Intergeneraitonal Studies”が開講されている �池田� 2007��

ピッツバ�グ大学では� 世代間交流プログラム実践家育成のための講座
�オンライン講座と実践� を設けており� 13週にわたるプログラム終了後
には� “Interenerational specialist”としての証明書が発行される� 受講
者の多くは� 教育や社会福祉関係者であり� 受講後は各施設で世代間交流
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プログラムをコ�ディネ�トする立場として活躍しているという�

3. 世代間交流研究の実際

世代間交流研究では� 老年学や教育学の視点から� 世代間交流プログラ
ムの効果が検討されてきた �表 1参照�� 以下では� �小中学生と高齢
者� �高校生と高齢者� �大学生と高齢者� の関係を取りあげてその研究
を概観し� その課題を検討する�
小学生と高齢者との世代間交流に関する研究では� 子どもの高齢者イ
メ�ジ� エイジング観� 高齢者に対する態度などが検討され� 総じてポジ
ティブな効果が示されている�
例えば� Newman, Morris & Streetman (1999)は� �学校メンタリン
グ�プログラム	 における高齢者と児童の相互作用を取りあげ� 世代間交
流の行動分析の測度である Elder-Child Interaction Analysis (ECIA)を
使用して子どもの社会的行動への効果を観察した� その結果� 高齢者が児
童を励ましたり賞賛したりしながら課題に取り組む様子が観察され� 相互
にポジティブな交流であることが明らかにされた�
青年と高齢者との交流を扱った研究では� キャリア教育やドロップアウ
トした学生へのサポ�トが取りあげられ� 総じてポジティブな効果が示さ
れてきた�
例えば� Brabazon (1999)は� ドロップアウトしそうな高校生を対象に
した世代間交流プログラム (IIntergenerational WWork/SStudy PProgram:

IWSP)をとりあげ� 参加学生に対する効果を検討した� その結果� 世代
間交流プログラム �社会活動やリクリエ�ション活動など� への参加が�
出席率の向上をもたらすことが示されたのである�
大学生と高齢者との交流を扱った研究では� 若い大学生とシニア学生と
の交流を通したエイジング教育や高齢者理解が検討され� そのポジティブ
な効果が認められている�
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表 1. 世代間交流研究の概観

研究者
交流参加者

交流内容 結果
若者 高齢者

Newman,
Faux &
Larimer

(1997)

小学 4,5年生
71名

プログラムに
参加した高齢
者

小学校におけるシニアボラン
ティアと児童との交流

高齢者やエイジングに対する
見方がポジティブに変化

Newman,
Morris &
Streetman

(1999)

5�10歳 の 小
学生 350名

学校近くのコ
ミュニティの
シニアボラン
ティア

学校メンタリング�プログラ
ム

高齢者やエイジングに対する
見方がポジティブに変化

Chowdhary
et al.

(2000)

8�10歳 の 小
学生 208名

老人ホ�ムの
高齢者

小学校における 5日間にわた
るカリキュラム �4日目に老
人ホ�ム訪問�

いくつかのクラスで� エイジ
ング観にポジティブな効果

Dunham
(2009)

小中学生 380
名

11名のシニ
アボランティ
ア

小中学校におけるシニアボラ
ンティア �教育支援� との交
流

エイジング観がポジティブに
変化

Chapman &
Neal

(1990)

70�75歳の高
齢ヘルパ� 25
名� 53�92歳
の高齢レシピ
エント 25名

9�18歳 の 若
者ヘルパ� 45
名� 14�16歳
の若者レシピ
エント 163名

雇用プログラム�リクリ
(1990) エ�ション�プログラ
ム

高齢者の若者観のみ �若者ヘ
ルパ�群のみ� ポジティ ブに
変化

Barton
(1999)

14�17歳の男
性 9名 �非行
青年�

施設の高齢者
2ヶ月にわたる 90分のクラ
スセッションと� 6回 �1回 2
時間� の高齢者訪問 �老人
ホ�ム�

若者の高齢者に対する態度が
ネガティブに変化

Brabazon
(1999)

高 校 2年 生
231名

プログラムに
参加した高齢
者

ドロップアウトしそうな高校
生を対象にした世代間交流プ
ログラム (IIWSP)

一部のプログラムで出席率の
向上に寄与

Eddy (1986)
20�35歳の看
護学生 2年生
56名

60代から 91
歳までの健康
的な地域の高
齢者

エイジング�カリキュラム �5
回にわたる高齢者訪問� 態度変化は見られず

Dellmann-
Jenkins,

Fowlerら
(1994)

若 い 大 学 生
22名

シニアゲスト
8名

大学生とシニアゲスト生との
3ヶ月間にわたる世代間 交流
セミナ�

大学生の老人学への関心� 高
齢者を受け入れる気持ちの高
まり

Knapp &
Stubblefield

(2000)

大学院生 44名 �19�46歳の
対照群 22名� 20�77歳の実
験群 22名�

若い学生とシニア学生が� エ
イジングについて学び� 体験
を共有する �世代間サ�ビ
ス�ラ�ニング�コ�ス�

より現実的なエイジング観�
高齢者に対する態度がポジ
ティブに変化

O’Hanlon &
Brookover

(2002)

平均年齢 27
歳の学生 55
名

65歳以上の
地域在住の高
齢者

高齢者へのライフ�ヒスト
リ�インタビュ�

高齢者に対する態度がポジ
ティブに変化
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例えば� Knapp & Stubblefield (2000)は� 世代間サ�ビス�ラ�ニン
グ�コ�スの効果を検討した� このコ�スは� 若い学生とシニア学生が�
エイジングプロセスについて学び� 体験を共有するもので� コ�ス開始前
後に質問紙調査およびインタビュ�調査が行われた� 質問項目は�
Palmore (1980)のエイジングクイズ �FFacts on AAging QQuiz: FAQIと
FAQII� により構成された� その結果� コ�スの受講が若い大学生の現実
的なエイジング �加齢� 観の形成をうながし� 高齢者に対してよりポジ
ティブな態度を形成することが指摘された�
以上で見たように� 先行研究では総じて世代間交流プログラムを通した
単純接触によるポジティブな効果が認められ� そのプログラムの有用性が
主張されている�
他方で� 少数ではあるが交流による効果が示されなかった研究も散見さ
れる� Chowdhary et al. (2000)は� 小学校における 5日間のカリキュラ
ム �4日目に老人ホ�ム訪問� の前後で子どものエイジング観の変化を検
討した� その結果� あるクラスでは効果が示されたが� 他のクラスでは全
く示されなかった�
非行青年を対象にした世代間交流プログラムでは� 交流前後で高齢者に
対する態度にネガティブな影響が見られた (Barton, 1999)� また� Chap-

man & Neal (1990)は� 高齢者と青年による 2つの世代間交流プログラ
ム ��職業体験プログラムと�リクリエ�ション�プログラム� を設定
し� プログラム開始前後でそれぞれの効果の有無を検討した� その結果�
職業体験プログラムにおいて高齢者を助けた若者グル�プのみに� 高齢者
に対する認識がポジティブになったり� 社会的な距離が縮まったりという
変化が示された�

Eddy (1986)は 20�35歳の看護学生 2年生 56名が� 60�90代まで
の健康的な地域の高齢者を訪問するエイジング�カリキュラム �全 5回�
を作成し� 学生の高齢者への態度に与える影響を検討したが� その変化は
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全く認められなかった�
これらの研究から指摘されることは� 世代間交流の効果が単純接触によ
るものだけはなく� 複雑なプロセスや多様な要因が絡んでいることであ
る� 世代間交流プログラムの効果が示されたとしても� 対照群のある介入
が行われていなかったり� デ�タを理論的に支える理論構築が不十分だっ
たりする研究も多く見られる�
今後の課題は個�の世代間交流プログラムの検証だけではなく� 体系的
に世代間交流を捉える理論構築が必要であろう�

4. 日本における世代間交流研究の実態

日本における世代間交流に関する研究の現状について� Cinii �国立情
報学研究所論文情報ナビゲ�タ� によるキ�ワ�ド分析を実施した�
2009年 12月まで �世代間交流	 をキ�ワ�ドにして検索した結果�
1981年から 2009年までの間に 250件の論文がリストアップされた �書
評や大会論文集は除く�� 図 1は研究数と年代の推移を示したものであ
る� 世代間交流に関する論文は� 1981年に 
社会教育� の特集 �世代間
交流と社会教育� の中で初めて取りあげられたが� 1998年までは毎年
1�2件程度であった�

1999年には� 
公民館� に特集 異年齢集団と世代間交流� が組まれ
た� また� 大学研究紀要や研究機関 �特に� 第一生命経済研究所ライフデ
ザイン研究� 北村安樹子� において世代間交流が研究テ�マとして取りあ
げられている�

2000年から 2003年までは� 毎年 10件程度の論文が刊行されている�
この期間には� 
老年精神医学雑誌�� 
厚生福祉�� 
日本家政学会誌� な
どの主要な学会誌にも 
世代間交流� がとりあげられるようになる� ま
た� この時期に� 信州大学教育学部の草野篤子 �現白梅学園大学� を中心
に� 世代間交流に関する多くの研究論文が発表された�
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2004年になると� 検索数は 48件に急増する� その理由として� �現代
のエスプリ� (444)の特集として �インタ�ジェネレ�ション�コミュニ
ティを育てる世代間交流	 が掲載されたことが考えられる� 本著の中に
は� 国内�国外の研究者による世代間交流の理論と実践に関する論文が集
約されている� 同年には世代間交流に関心がある福祉� 介護� 教育といっ
た多領域の研究者や有識者らにより日本世代間交流協会が設立され� その
協会員を中心に再び �社会教育� に特集 
世代間交流� が載せられる�

2005年から 2008年までは� 毎年 20�30件の論文が掲載されている�
同年より都立老人総合研究所 
現健康長寿医療センタ�� の藤原佳典を中
心に� 老年学領域での研究が現われはじめる� 2006年には� 世代間交流
国際フォ�ラムが早稲田大学で開催され� 海外参加 9ヵ国� 300人余り
の参加者が世代間交流の実践報告をした 
草野� 2007��

2008年には� �地域開発� 特集 
世代間交流�連携による地域振興��
�生きがい研究� に 3論文 
世代間交流がもたらす高齢者の生きがい� が
掲載されている� 2009年は特集が組まれた雑誌はなく� 論文数も半減し
ている�
論文内容の推移を見てみると� 1980年�1999年までは� 社会教育に
関する内容が主であったことがわかる 
表 2�� 2000年�20004年には�
地域や教育に焦点をあてた研究数が多くなる� 2005年以降は� 老年学�
建築学� 福祉といった多様な領域で扱われ� 具体的な世代間交流プログラ
ムに言及した論文もみられる�

2010年 7月に� �日本世代間交流学会	 が設立されたことで� 世代間
交流に関する研究の増加が予想される 
付録 2参照��
米国に比べて祖父母との同居や近居の多い日本では� 地域における世代
間交流はそれほど重要な研究テ�マとされていなかったが� 90年代後半
になると� 育児や老後の生きがいといった問題について� 世代間交流の視
点からの研究が増加してきた� しかしながら� 依然として社会科学領域
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�心理学含む� における研究は少なく� 科学的な研究デザインに基づいた
実証研究がなされていないことや� 確立された理論がないという課題も指
摘されている (Venver Ven, 2004; Breytspraak, Arnold & Hogan,

2008)�

5. 世代間交流の理論

世代間交流研究では� 研究テ�マに応じて� さまざまな理論が使われて
きた� 以下では� (1) 個人の発達� (2) 対人接触� (3) 集団葛藤� (4) 社会
ネットワ�ク� に分けてその理論を概観しその課題を検討する�
(1) 個人の発達に焦点をあてた理論
子どもの心的発達に注目する研究では� 社会的学習理論 (social learn-

ing theory)が援用されている �例えば� Blechman, 1992�� 社会的学習
理論とは� Bandura (1977)が観察学習の研究知見をもとに提唱した理論
であり� 無報酬であっても学習が成立するという立場である� 観察学習と
は� 他人の行動を観察することで同じような行動が学習されるプロセスの
ことをさす�

Bryant (1985; 1987)は� 社会的学習理論にもとづき児童の共感性の発
達に関して質問紙調査を実施した� その結果� 祖父母や近隣の高齢者との
かかわりの機会と児童の共感性に正の関連性を見いだしている� 共感性
は� �他者理解に重要な感情であり� 他者が感じている感情状態を知覚し�

図 1. 世代間交流に関する研究件数の推移
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自分も同じ感情状態を経験すること �伊藤�平林� 1997�� と定義されて
おり� 子どもの社会性の発達との関連が示されている �桜井� 1986;

Eisenberg & Shell, 1992; 渡辺�衛藤� 1990; 菊池� 1998��

Bryantは� 祖父母や近隣の高齢者との関わりと共感性発達との関連に
ついて� 親と違い非判断的な対応と無条件に子どもの感情を受容するた
め� 子どもが自己と他者の感情を認識する機会を創り出す存在になってい
ると指摘している�
村山 (2009)は� Kellyら (1983)の親密さの概念を用いて高齢者と子ど
もとの交流を捉え� その規定要因と影響について� 10�12歳の小学生
381名を対象に質問紙調査を実施した� その結果� 物理的な距離�児童性
別�高齢者性別が� 高齢者との交流を規定していた� また� 高齢者との交
流が� �子どもの共感性� �高齢者イメ	ジおよび高齢者への援助行動に
影響することが見いだされた�
生涯発達心理学領域では� 子どもと高齢者をつなぐ概念として�

Erikson (1950) の成人期後期の発達課題である 
世代継承性
(generativity) が取りあげられている�

世代継承性� とは� 次世代を育成することで� 自らが属する社会の将
来像を形成するとともに� 自らも社会的存在として世代継承的サイクルに
含まれることを示す概念である �吉田� 1995��

Kotre (1984)は� この 
世代継承性� には関係性 (communal) と個体

表 2. 世代間交流論文の内容の推移

社会教育 教育 老年学 福祉 地域 建築 政策 医療 社会科学 その他 計

2005�2009 13 9 11 16 36 12 5 2 3 10 117

2000�2004 4 15 6 8 17 2 9 4 0 17 82

1995�1999 5 4 2 3 4 2 1 0 0 2 23

1990�1994 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3

1985�1989 0 3 1 2 1 0 0 0 0 0 7

1980�1984 10 0 1 0 0 0 0 0 0 0 11
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性 (agentic)という 2側面があることを指摘している� 関係性とは� 継承
する対象に伝えることに強く関心を持ち� 他者との関係性に存在意義を見
いだす側面である� 個体性とは� 自己に強く関心をもち� 自己発展的な自
己の存在意義である� そのうえで彼は� �世代継承性� を� �生物学的世
代 継 承 性 (biological generativity)� � 親 的 世 代 継 承 性 (parental

generativity)� �技術的世代継承性 (technical generativity)� �文化的
世代継承性 (cultural generativity)の 4タイプに類型化したのである�

Levinson (1978)は� 60歳から 65歳の時期を �中年期から老年期への
移行期� (late adult transition)と名付け� この時期にこれまでの生活構
造を修正し� 社会との関わりや自分自身との関わりに新しいバランスを見
出すことが発達課題になると指摘している� こうした中高年の世代継承性
は� 次世代の育成を目的とした地域活動や社会参加を促すことが示されて
いる (Pratt, Danso, Arnold, Norris & Filyer, 2001; Raynes & Rawl-

ings, 2004) �

(2) 対人接触に焦点をあてた理論
世代間の対人接触については� Allport (1954)の接触仮説 (contact hy-

pothesis)に基づいた理論が提唱されている� 接触仮説 (contact hypothe-

sis)とは� �集団同士の接触機会を増やし� 相互理解を促進することが偏
見の解消につながる� と説く理論である� Allportは� 外集団への偏見を
低減するための� 4条件として�平等性� �共通の目的� �社会的あるい
は権威者の支援� �協力関係を挙げている�

Hewstone & Brown (1986)は� 接触理論をもとに� 集団間接触モデル
(intergroup contact model)を提唱した �図 2�� このモデルには� 9つ
のステ�ジ�社会的要因� �接触状況� �接触効果を強める要因� �個人
間もしくは集団間の接触� �接触状況における認知プロセス� �類似性も
しくは差違に焦点� �相互作用者により接触の認識 	ポジティブもしくは
ネガティブ
� 	タ�ゲットの外集団メンバ�の認識 	ポジティブもしく
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はネガティブ�� �態度変化の一般化� が仮定されている�
さらに Fox & Giles (1993)は� Hewstone & Brownのモデルを世代
間交流に適用して �世代間接触モデル� (intergenerational contact

model)を提唱した �図 3�� これは� 高齢者の感情� 目的� 動機� 価値観
が若者に影響すると同時に� 若者の感情� 目的� 動機� 価値観が高齢者に
影響を与えるモデルになっている�

Roy, Sharon & John (1996)は� �個人の発達は� 環境との互恵的なダ
イナミックな相互作用の中で発達する� として “dynamic intergenera-

tion model”を提唱している� 学校において子どもが受けた影響が� 彼ら
の両親やその他の大人にも波及するモデルである�
(3) 集団葛藤に焦点をあてた理論
世代間交流を集団行動として捉える研究では� Tajfel & Turner(1979,

1986)が提唱した社会的アイデンティティ理論 (social identity theory)

が援用されている� 社会的アイデンティティは� �感情や価値観をともな
うある集団に属することで獲得される自己概念の一部� と定義されてお
り� 社会的アイデンティティを得ようと動機づけられている個人が想定さ

図 2. 集団間接触モデル �Hewstone & Brown, 1986より�
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れる�
社会的アイデンティティ理論をコミュニケ�ション場面に適用した理論
に Couplandら (1991)の提唱するコミュニケ�ション�アコモデ�ショ
ン理論 (CCommunication AAccommodation TTheory: CAT)がある�

CATは� 話し手が集団の同定や個人間の連帯といった多様な目的を達
成するために� コミュニケ�ションスタイルや会話のトピックを相手に話
を合わせることを �調節� (accommodation)とし� 異集団間のコミュニ
ケ�ションの差異を強調している�
もともと CATは� 母国語の異なる 2者間に焦点をあてたものであった
が� 集団間のコミュニケ�ションと言語使用の検討にまで理論的パラダイ
ムを広げ� 世代間のコミュニケ�ションに関する研究も行われるように

図 3. 世代間接触モデル �Fox & Giles, 1993より	
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なった� 世代間コミュニケ�ションでは� 若者による高齢者に対するコ
ミュニケ�ション形態として �過剰調節� (over accommodation)� 高齢
者による若者に対するコミュニケ�ション形態として �過少調節� (under-

commodation)が指摘されている �岩隈� 2002��

�過剰調節� とは� 若者が相手の高齢者の能力や欲求に関わらず単純な
話題を選び過剰な丁寧さや注意を払うコミュニケ�ション形態のことであ
り� これは高齢者に対するネガティブなステレオタイプに基づいていると
指摘されている (Williams & Giles 1996)� こうした話し方は� 多くの高
齢者には無神経と認識され� 不快に感じられているという�
�過少調節� とは� 高齢者による非高齢者に合わせずに� ニ�ズを無視
したコミュニケ�ション形態のことである� 例えば� 会話の流れとは外れ
た話題を延	とする高齢者の話を� 我慢して聞いている若者の姿がこれに
あたる�
(4) ネットワ�クに焦点をあてた理論
ネットワ�クと世代間交流との関連が検討されている� 例えば� 地域に
おける世代間交流が住民同士の協同をうながし� コミュニティの安全や持
続型コミュニティの構築につながることが指摘されている �Pain, 2005;

広井� 2006; Yarrow, 2009��

近年では� ソ�シャル
キャピタル (social capital)の視点から� 世代
間交流による住民同士のつながりによるコミュニティ再生を期待する指摘
も見られる �Raynes & Rawlings, 2004; 草野� 2007; 草野
瀧口�
2009; Murayama, 2010�� ソ�シャル
キャピタルとは� 個人または集
団が相互のつながりを通して獲得され� 個人や集団にベネフィット
(benefit)をもたらす関係資本のことを指す (Field, 2008)�

ソ�シャル
キャピタルには� 政治学� 経済学� 社会学� 公衆衛生学と
いった広範囲な領域において関心が集まっており� 多種多様な立場が混在
している� 例えば� Coleman & Ho#er (1987)は社会学の立場から�
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�ソ�シャル�キャピタルを� 個人に協調行動を起こさせる社会の構造や
制度� と定義したうえで� 閉じたネットワ�クと開いたネットワ�クとい
う概念を提唱し� ネットワ�クが閉じている小規模な関係の中でソ�シャ
ル�キャピタルが形成�蓄積されやすいと論じている�

Putnam (1994, 2001)は� 政治学の立場から社会の有り様を捉える概
念として用い� 国家�社会レベルで行為を論じている� すなわち� ソ�
シャル�キャピタルを� 信頼� 規範� ネットワ�クといった社会組織の特
徴から捉え� ソ�シャル�キャピタルが蓄積された社会では� 人�の自発
的な協調行動が起こりやすくなることを指摘する (Putnam, 1994;

Putnam, 2001)�

(5) 世代間交流の課題と展開
以上で見たように� 世代間交流において援用される理論は� �個人� �
対人関係� �集団関係� �社会� といった多様なレベルで論じられてい
る�
�個人のレベルでは� 発達理論が援用されており� 世代間交流の若い世
代と高齢の世代とのダイナミクスを捉え� その相互効果を検討するうえで
は有用な理論であると考えられる� しかし� 鈴木 (2008)が指摘している
ように� エリクソンの発達段階は� 年齢に応じて決まったものではなく�
環境との相互作用の中で柔軟に変化していくことが前提にあることを考慮
しなければならない� これは� 発達理論全般に言えることであり� つま
り� 地域社会の中での個人発達を考慮する必要があろう�
�対人関係および�集団関係のレベルに焦点をあてた理論は� 世代間の
差違を捉えたうえで対人間�集団間の交流とその効果を検討するうえで有
用であろう� とりわけ� 世代間接触モデル (Fox & Giles, 1993)は� 社
会�集団�個人の諸要因を含めたうえで� �交流の量� だけではなく �接
触の質� に焦点をあてている点で� 現実的な交流効果の検討に適している
と考えられる� ただし� この複雑なモデルを実証するのは容易なことでは
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なく� 実際に実証されるにはいたっていない�
さらに� これまでの世代間交流理論をわが国の世代間交流モデルにその
まま適用することには問題がある� そもそも� 社会的アイデンティティ理
論にしても接触仮説にしても� 世代の対立�葛藤が前提となっている� こ
れは� 先述した米国における世代間交流プログラムが誕生した経緯が深く
関連しているように思われる� 他方で� わが国における世代間交流を概観
すると� 高齢者と子どもの薄い関係性は指摘されているが� 対立や葛藤を
引き起こすような関係性はほとんど報告されていない� 例えば� 子どもを
対象にした高齢者イメ�ジ研究では� 米国に比べて比較的ポジティブな高
齢者イメ�ジが認められている �中野� 1991a; 中野� 1991b; 馬場�中
野�冷水�中谷� 1993; 中野�冷水�中谷�馬場� 1994��

つまり� 高齢者と子どもの関係対立を前提にした理論を導入する前に�
わが国における理論の適用可能性を考える必要がある�
�社会のレベルに注目した理論は� 地域間のネットワ�クに視点を向け
てその協働のあり方や効果に焦点があてられている点で� 世代間交流が行
われる地域特性を考えるうえで有効であるが� 交流プロセスやその他の諸
要因 �個人属性� 接触量�質など� はほとんど考慮されていない�
以上の議論を踏まえれば� 社会�集団�個人のレベルをそれぞれ前提と
した交流とその効果をモデル化することが必要と思われる�

6. 世代間交流論の今後の課題と展開

ここまでは� 世代間交流研究とその理論構築について概観してきた� 最
後に� 世代間交流論の課題と今後の展開について論じる�
第 1は� 世代間交流の長期的な効果の検証である� これまでの世代間
交流研究では� 概ね介入研究によりプログラムの効果が検証されてきた�
ここで測定されてきた効果は� 高齢者イメ�ジの改善� エイジング教育�
行動変容� キャリア教育� QOLなどさまざまである�
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しかし� そうした効果は数ヶ月という短期的なものである� 言いかえれ
ば� 長期的な効果はほとんど検討されていなく� 生涯発達的視点を欠いた
ものになっている�
第 2は� 交流プロセスの検証である� 効果研究では縦断研究による因
果関係の検証から� 交流を通して �何が伝えられたのか� は明らかにされ
てきたが� それが �どのようにして伝えられたか� というプロセスはほと
んど明らかにされてこなかった�
世代間交流がどのようにして起こり� それが当事者にとってどのような
意味があるのかを解明する必要がある�
第 3は� 世代間交流に関連する多様な要因を考慮することである� 現
実の世代間交流には� 個人属性のほかに環境要因や心理的要因など多様な
要因がそれぞれ関連していることが想定される� にもかかわらず� これま
で行われてきた効果研究では多様なプロセスはほとんど考慮されてこな
かった�
以上にあげた� �世代間交流の長期的効果�� � �世代間交流プロセ
ス�� � �世代間交流に関連する多様な要因� が検討されてこなかったこ
とは� これまで指摘されてきた世代間交流研究のダイナミック性の欠如と
も関連があるように思われる� これら 3つの課題に対して� いくつかの
提言を行う�
� �世代間交流の長期的効果� についてみると� 個人の持つ時間や文脈
を考慮したうえで世代間交流の長期的な効果を検討する必要があろう� 例
えば� 心理学領域における �自伝的記憶� のような理論的枠組みを援用す
ることも有用であろう�
自伝的記憶とは� �家族旅行の思い出� や �学生時代に体験したこと�
のように� �人が生活の中で経験したさまざまな出来事に関する記憶の総
体� と定義される自分自身についての記憶である �佐藤� 2008	�

� �世代間交流プロセス� についてみると �現在� に再構成された �過
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去� の記憶を見出すために� 個人の語り (narrative)や物語 (story)を収
集する質的調査法が有効であると考えられる �やまだ� 2000; 小林�
2008; 佐藤� 2008�� 質的調査により� 個人がどのような経緯で世代間交
流に参加し� そこに何を見出しているのかを明らかにすることが期待され
る�
� �世代間交流に関連する多様な要因� についてみると� 個人属性� 地
域特性および心理的側面などの変数を分析に組み込み� 世代間交流と関連
する多様な要因を検討することが必要であり� 共分散構造分析のような多
変量分析によりそれぞれの変数間がどのように関連しているのかを検討す
ることが有効であろう�
最後に� 以上であげた課題についての著者の取り組みを示す� 著者は�
世代間交流プロセスを明らかにする目的で� 学校支援ボランティア事業を
行政主体で行っている千葉県A市と群馬県 B市を調査フィ�ルドとし�
そこに参加している高齢者ボランティアを対象にインタビュ�調査を実施
している �Murayama, 2010; 村山� 2010�� その結果� 多くの高齢者ボ
ランティアが� 地域における世代間交流に参加することを通して� 地域の
子どもに何かを伝えたいという世代継承的な意識が高まることが認められ
ている�

A市� B市の行政職員	学校職員	地域ボランティアを対象にインタ
ビュ�調査では世代間交流事業の課題として� 学校側と高齢者ボランティ
アをつなげるコ�ディネ�タ�の存在や� 学校側と高齢者ボランティアの
関係性の構築といった課題が示された�
インタビュ�調査の結果や先行知見から� 地域ネットワ�クをもとに認
知的要因および発達的要因を媒介要因に世代間交流参加にいたる 
地域に
おける世代間交流モデル� 仮説を構築した �図 4��

本仮説を実証し� それを現場に還元することで� 効果的でわが国に適し
た世代間交流プログラムを検討することを考えている�
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世代間交流研究が実践の中から生まれたことを考えれば� 研究で得た知
見をいかに現場に活かせるかが大きな課題となる� こうした実用的な視点
を見失うことなく� しかしアカデミックに世代間交流を捉えて理論的に体
系づけることが必要であろう�
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An Intergenerational Program, “Nau Gran,” at
the University of Valencia (Spain)

Sacramento Pinazo; Julian
Montoro-Rodriguez

LRES and R & P Intergenerational Partnership Denise Donnelly

Is There More Intergenerational Cooperation or
Conflict in Spain?

Mariano Sanchez; Carmen
Tallada; Elena Sanchez

Is There More Intergenerational Cooperation or
Conflict in Canada?

Lindsay C. Davis

Is There More Intergenerational Cooperation or
Conflict in the United Kingdom?

Steve W. Ellis
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付録 1. つづく

タイトル 執筆者
Issue 3
(2003)

The Impact of AIDS on Intergenerational Relationships
in Africa

Bede Eke

Program Evaluation of “Young at Heart� Examining
Elderly Volunteers’ Generativity

Jean Pearson Scott; Alan
Reifman; Miriam Mulsow;
Du Feng

Grandparent-Headed Families in the United States
Programming to Meet Unique Needs

Andrea B. Smith; Linda
L. Dannison

A Preliminary Study of an Intervention with Kin
Caregivers

Don Cohon; Lisa Hines; Bruce A.
Cooper; Wendy Packman;
Elizabeth Siggins

Intergenerational Conflict in Korean Immigrant Homes
and Its E#ects on Children’s Psychological
Well-Being

B.C. Ben Park

Youth-Friendly Clinics in South Africa The
Community Connection

Joanne Trabert Ashton; Kim
Dickson

Building Bridges Nina Che,
What Research or Evaluation Question, If Answered,

Would Best Advance Intergenerational Program
Development in the Netherlands?

Kees Penninx

What Research or Evaluation Question, If Answered,
Would Best Advance Intergenerational Program
Development in Botswana?

Choja A. Oduaran

Issue 4
(2003)

Intergenerational Learning in Stockholm County in
Sweden

Ann-Kristin Bostrm

Cultural Perspectives from Aotearoa/New Zealand Margaret Nicholls
Transmissive Reminiscence Therapy with College

Students and Institutionalized Senior Adults
Thomas Tatchell; Timothy R.

Jordan; Phillip J. Waite;
Renny H. Tatchell

Evaluating the Impact of Intergenerational Activities
on Elders’ Engagement and Expressiveness Levels in
Two Settings

Pamela K. Xaverius; R. Mark
Mathews

Intergenerational Consumer Influence in the US and
Republic of China

Nancy L. Bush

A Meeting Place for All Age Groups Jian Rong Wu; Leng Leng
Thang

Magic Me Programme Profile Susan Langford

Intergenerational Programs in the County of San
Diego, USA,

Megan Urban; Marcie Eriksen
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付録 2. �日本世代間交流学会第一回全国大会� �2010.8.7 芦屋大学�
研究�実践発表一覧

タイトル 発表者
研究
発表 1

世代間交流 �学� の創造に向けて�理論�実践の統合� 草野篤子 �白梅学園大学�� 金田利子 �同
大学�� 藤原佳典 �東京都健康長寿医
療センタ�研究所�� 間野百子 �都留
文科大学�

LD傾向のある子どもへの教育的支援としての世代間交
流

栗山昭子 �芦屋大学�� 大盛幸子 �芦屋女
子短期大学�� 村田倫 �芦屋大学大学
院生�

輪廻転生に関する一考察 岡本聡 �中部大学�
赤ちゃん人形を介した世代間交流の展開�養護性と皮
膚接触の重要性を手がかりとして�

塚本美由紀 �芦屋大学�

土橋小学校の世代間交流の現在コミュニティ�スク�
ルからの取り組み

小笹奨 �川崎市立土橋小学校�

大学における世代間交流と生涯学習�白梅学園大学の
試みを事例として�

井上恵子 �白梅学園大学教育福祉研究セ
ンタ��

異世代との交流経験とその後のライフコ�スにおける
ソ�シャルスキル�大学生調査からみる実証的検討�

斎藤嘉孝 �西武文理大学�

発達障害の教育支援において伝承的文化の活用性の考
察�タタラの民の就労�生活様式の背景から�

中川祐志 �芦屋大学大学院生�

研究
発表 2

大学生が世代間交流で得たことと今後の課題�アン
ケ�ト調査から見えるもの�

越納美和 �金城大学�� 田中克恵 �金城
大学�� 伊藤友香 �金城大学�

伝承遊びに関する高齢者の意識�小学校における指導
経験者を対象に�

溝邊和成 �兵庫教育大学大学院�� 岡村
明穂 �兵庫教育大学大学院生�

精神障害がある地域住民のコミュニティにおける役割
に関する考察

山田美智子 �社会福祉法人豊海会�

共食による世代間交流は子供の生活に影響をあたえる
か	

山本玲子 �尚絅学院大学�

保育園での幼児と高齢者の交流から地域世代間交流へ
の可能性中間世代の役割

主藤久枝 �白梅学園大学�� 金田利子
�同大学�� 草野篤子 �白梅学園大学�

まちと人に橋を架ける�コミュニティカフェぶりっじ
の実践から�

松田妙子 �NPO法人せたがや子育て
ネット�� 福島富士子 �国立保健医療
科学院�

世代間交流プログラムとしての 
乳児家庭全戸訪問事
業 �こんにちは赤ちゃん事業�� の活用

福島富士子 �国立保健医療科学院�� 林
友紗 �慶応義塾大学�� 杉田由加里
�国立医療科学院�

子どもと高齢者の交流効果�地域型ネットワ�クにお
ける世代間交流�

山田和廣 �芦屋市教育委員会�

実践
発表

つむぎ直そう世代のきずな �学校内�フリ�スペ�スに
おける世代間交流�絆づくりの臨床教育的考察� �不
登校�登校難渋生徒への助力的かかわりから探る�

鈴木百合子 �百合学院前理事長�

障がい者福祉作業所 共働事業所 �かすみ荘� での実
践報告

林真理子 �共働事業所 �かすみ荘��

障害者と自立�障害者施設の取り組みから� 小島純子 �NPO法人ウェルフェア中之
島理事長�

現代家族に関する一考察�核家族がつたえねばならぬ
こと�

古田玄修 �永代供養事業協同組合�

�人を育てる唄� としてのわらべ唄 平林智子 �滋賀わらべの会�
お腹のあかちゃん�お年寄りまで楽しめる音楽で音楽
と愛あふれる街づくり

澤孝子 �WITH�

兵庫県立嬉野台生涯教育センタ�における大学棟との
連携による世代間交流プログラム開発の取組

片岡正光 �兵庫県立嬉野台生涯教育セン
タ��
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